
生きる力を育む歯と口の健康 
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（５年）題材「危険を予測して、安全に過ごそう」 

 

１ めあて 「身の回りに起こるヒヤリ・ハットを自分事として考えて対策を考えよう。」 

 

２ 活動 

①保健室の来室記録や「安全を意識した行動」アンケートから、「危険は予知できるのに、

どうしてけがが起きてしまうか」を考える。 

②けがやヒヤリ・ハットを減らすための方策を自分やグループで考える。そのあと、学級全

体で話し合う。 

③よりよい方策や自分の考えを合わせて、「今後、意識して実行する」＝「安全宣言」を

決める。各自、安全宣言をもとに１週間チャレンジする 

 

３ 児童の様子 

これまでのＫＹＴ学習の成果で危険個所を容易にみつけられるようになっている。そ

のため、ＫＹＴイラストからも危険個所をスムーズに見つけ、自己の行動と照らし合わ

せることができた。また、グループで話し合うことで「危険と分かっていても、これく

らいは大丈夫だろう・・・」と思ってついやってしまっていたことも、これからは周り

をよくみて気を付けていこうと判断することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


